
発行 辻川区 ［辻川公民館］ 

〒679-2204 福崎町西田原 1227 

TEL 0790-22-5763 

ＨＰ  http://www10.plala.or 

.jp/tujikawa/public_html/ 

   

/tujikawa/public_html/ 

 

            
 

               

 

                                 

協
議
員
会
は
今 

１
０
・
１
１
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

秋
季
例
大
祭 

中
止
に
つ
い
て 

② 

第
２
回
「
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
」 

③ 

「
辻
川
史
」
編
集 

④ 

令
和
４
年
度
要
望
事
項 

・
隣
保
、
各
種
団
体
か
ら
の
要
望 

・
行
政
へ
の
要
望
、
補
助
申
請 

 

⑤ 

自
主
防
災
「
消
火
栓
訓
練
」 

⑥ 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
植
替
え 

１
１
月
１
１
日(

木)

に
葉
牡
丹
に 

⑦ 

年
末
に
向
け
て
の
取
り
組
み 

・
事
業
所
等
へ
の
協
力
金 

当
面
の
予
定 

  
 

         

１
月
９
日
（
日
）
１
１
時
～ 

合
格
祈
願
祭 

(

鈴
の
森
神
社) 

 
 

今
年
も
辻
川
区
の
み
で
行
い
ま
す
。 

    

事
業
報
告 

◆
９
月
２
６
日 

(

日) 

道
普
請 

 

道
普
請
は
、
秋
祭
り
前
に
街
路
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
も
目
的
の
一

つ
で
す
。
今
年
も
残
念
な
が
ら
秋
祭

り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◆
１
０
月
２
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
代
表
会
議 

 

９
月
１
１
日(

土)

の
会
議
日
程
で
し

た
が
、
直
前
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
、
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

① 

秋
季
例
大
祭
中
止
に
つ
い
て 

② 

第
２
回
「
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
」

開
催
に
つ
い
て 

③ 

来
年
度
の
要
望
書 

④ 

辻
川
区
総
合
自
主
防
災
訓
練 

⑤ 

辻
川
だ
よ
り
第
５
９
号
発
行 

 
 

 

９
月
１
１
日(

土)

付
け
で
配
布 

 

◆
１
１
月
１
１
日 

(

木) 
 

「
我
が
事
会
議
」
開
催 

 

福
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
地

域
住
民
と
で
、
さ
さ
え
あ
い
の
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
「
第
４

次
福
崎
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
の

一
環
と
し
て
、
辻
川
区
が
モ
デ
ル
地

区
と
な
り
「
我
が
事
会
議
」
を
辻
川

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 
辻
川
区
か
ら
８
名
（
区
長
、
民

生
児
童
委
員
、
協
力
委
員
、
福
祉

委
員
）、
町
か
ら
４
名
（
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
）
が
参
加
し
、
辻
川
地
域
で
気

に
な
る
こ
と
や
、
気
に
な
る
人
と

そ
の
対
応
、
ふ
れ 

あ
い
や
支
え
合
い 

の
取
り
組
み
な
ど 

の
「
さ
さ
え
あ
い 

マ
ッ
プ
」
づ
く
り 

を
し
ま
し
た
。 
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「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
に
つ
い
て
」 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

 

今
年
も
早
い
も
の
で
、
あ
と
僅
か
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
感
染
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
、
特
に
デ
ル
タ
株
の
脅
威
に
よ
り
年
初
に
計

画
し
ま
し
た
総
会
や
事
業
行
事
も
自
粛
中
止
で
書

面
表
決
と
な
る
な
ど
殆
ど
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
十
月
こ
ろ
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
な
の

か
、
各
自
の
予
防
対
策
の
向
上
等
に
よ
る
も
の
か
、

急
激
に
感
染
が
減
少
し
収
束
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
を
迎
え
、

人
流
や
会
食
等
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
も
厳

し
く
な
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
も
重
な
り
再

び
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
油
断
せ
ず
、
今

ま
で
以
上
に
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
地
域
へ
の
愛
着
及
び

交
流
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
更
に
新
し
い
発
見
の
為

に
、
今
回
「
保
存
版
・
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

ま
ち
歩
き
を
十
月
末
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
来
春
三
月
頃
に
延
期
い
た
し
ま
す
。
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
十
二
月
の
初
め
に
各
戸
に
配
布
い
た
し

ま
す
の
で
ご
家
庭
で
一
度
目
を
通
し
て
い
た
だ
き

来
春
の
ま
ち
歩
き
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
ち
歩
き
当
日
に
は
ガ
イ 

ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
多
く
の
方
の 

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
少
し
早
い
で
す
が
、 

来
年
の
干
支
は
「
寅
」
で
す
。 

寅
年
は
成
長
し
て
い
く
年
、
象 

徴
が
生
ま
れ
る
年
と
言
わ
れ
て 

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
が
、 

迎
え
ら
れ
る
よ
う
祈
念
い
た
し 

ま
す
。 

  

 

11 月にサルビアから葉牡丹に(公民館前花壇) 

❤
辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

 

９
月
２
５
日
（
土
）
に
予
定
し 

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の 

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
の
予
定 

・
１
１
月
２
７
日
（
土
） 

４
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に 

・ 祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

宮
当
番[

２
隣
保]

よ
り 

◆
１
月
１
日
～
３
日 

 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森
神
社･

高
藤
稲
荷
） 

◆
１
月
９
日
（
日
）
１
０
時 

冬
え
び
す
（
恵
美
酒
神
社
） 

 
 

一
戸
あ
た
り
２
０
０
円
の
賽
銭
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

◆
１
月
９
日
（
日
）
１
６
時
～ 

と
ん
ど 

（
鈴
の
森
神
社･

高
藤
稲
荷
） 

 

新
年
度
総
会
に
つ
い
て 

例
年
１
月
に
行
っ
て
い
ま
し
た
総
会

は
、
事
業
年
度
が
３
月
末
に
な
っ
た
た

め
、
４
月
の
実
施
と
な
り
ま
す
。 

辻
川
史
編
集
委
員
会 

 

編
集
委
員
は
定
期
的
に
編
集
会

議
を
持
ち
つ
つ
、
５
班
に
分
か
れ

て
資
料
の
収
集
や
整
理
、
保
管
場

所
の
片
付
け
や
「
ぶ
ら
り
辻
川
界

隈
」
に
向
け
て
の
準
備
等
を
進
め

て
い
ま
す
。 

◆
９
月
２
６
日(

日) 
 

 
 
 

第
３
回
辻
川
史
編
集
会
議
（
公
民
館
） 

◆
１
０
月
３
１
日
（
日
） 

第
４
回
辻
川
史
編
集
会
議
（
公
民
館
） 

◆
１
１
月
２
８
日
（
日
） 

第
５
回
辻
川
史
編
集
会
議
（
歴
民
） 

 

編
集
委
員
会
か
ら
の
お
願
い 

 

寄
贈
図
書
（
資
料
）
の
受
付 

を
し
て
い
ま
す
。 

・
郷
土
の
知
名
家
や 

玉
垣
寄
進
者
（
会
社
） 

に
関
す
る
書
物 

 

・
辻
川
（
福
崎
町
）
在
住
者 

の
著
作
物 

http://www10.plala/


 

 

 

 

 

 

◆
１
０
月
１
７
日 

(

日) 
 

辻
川
山
・
鈴
の
森
神
社 

境
内
周
辺
清
掃 

今
回
、
老
人
会
主
催
で
鈴
の
森
神

社
境
内
周
辺
の
清
掃
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
月
に

各
種
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
清
掃
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
活
動
の
自
粛
中
止
が
続
き
、

低
木
の
繁
茂
・
雑
草
・
落
葉
の
集
積

等
が
再
び
ひ
ど
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
老
人
会
を
は
じ
め
多

く
の
方
の
参
加
を
得
て
、
鈴
の
森
神

社
周
辺
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
清
掃
活
動
は
、
全

国
各
地
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の

活
動
の
一
環
と
し
て
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。 

            

◆
１
０
月
３
１
日
（
日
） 

「
保
存
版
・
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
完
成 

「
保
存
版
・
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
も
と
に
、
第
２
回
「
ぶ
ら
り

辻
川
界
隈
」
を
開
催
す
る
予
定
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
収
束
の
見
通
し
が
不

透
明
な
た
め
、
来
春
三
月
頃
に
延
期

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に

関
わ
っ
た
辻
川
史
編
集
委
員
で
、

「
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
」
開
催
時
の
危 

     
 
 

              

険
箇
所
の
確
認
等
を
兼
ね
て
、
下
見

を
し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
中
、
辻
川

界
隈
を
当
日
の
コ
ー
ス
に
沿
っ
て

歩
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

に
力
を
注
い
で
い
た
だ
い
た
田
﨑

正
和
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

辻
川
の
昔
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
十
二
月
の
初

め
に
各
戸
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
辻

川
の
歴
史
と
発
展
し
て
い
く
様
子

が
分
か
り
や
す
く
凝
縮
し
た
一
冊

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
歩
き
当
日

に
も
利
用
し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。 

                   

◆
１
１
月
７
日
（
日
） 

消
火
栓
訓
練 

秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
に
合

わ
せ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
消
火
栓

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
例
年
、
こ

の
時
期
は
、
総
合
自
主
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
の
消
火
栓

訓
練
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

秋
晴
れ
の
中
、
消
防
団
員
の
指

導
の
下
、
消
火
栓
の
フ
タ
に
開
け

方
や
、
ホ
ー
ス
の
連
結
な
ど
基
本

的
な
操
作
か
ら
放
水
ま
で
訓
練
を

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
福
崎
町

消
防
団
の
非
常
呼
集
訓
練
が
朝
６

時
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
辻
川
分
団

の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
訓
練
に
引
き

続
い
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
多
く
の
辻
川
区
民
の
皆
さ
ん

も
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

ま
た
、
現
在
、
辻
川
区
の
消
火
栓

の
フ
タ
は
、
新
旧
合
わ
せ
て
４
種
類

あ
り
ま
す
。
自
宅
の
近
く
の
消
火
栓 

の
フ
タ
が
、
訓
練
場
所
の
フ
タ
と
異 

な
る
可
能
性
が
あ 

り
ま
す
。
い
ざ
と 

い
う
時
の
た
め
に 

一
度
確
認
し
て
お 

か
れ
る
こ
と
が
肝 

腎
で
す
。 

◆
１
１
月
１
２
日
（
金
） 

田
原
小
３
年 

辻
川
分
団
見
学 

 

今
年
度
も
田
原
小
学
校
の
３
年

生
が
、
授
業
の
一
環
と
し
て
福
崎
町

消
防
団
辻
川
分
団
の
見
学
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
町
団
幹
部
と
共
に
辻

川
分
団
は
村
井
分
団
長
以
下
分
団

員
の
協
力
の
も
と
、
体
験
活
動
の
お

世
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
７
７
名

の
児
童
は
、
消
防
車
両
、
ポ
ン
プ
庫

等
を
見
学
し
活
発
な
質
疑
応
答
の

後
、
消
防
服
を
着
用
し
て
公
民
館
南

側
で
全
員
放
水
体
験
を
し
ま
し
た
。

寒
い
中
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

       

編
集
後
記 

 

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
二
酸

化
炭
素
が
増
加
す
る
と
地
球
温
暖
化
が

進
む
と
い
う
研
究
で
真
鍋
淑
郎
氏
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
深
刻
さ
を

増
す
気
候
変
動
問
題
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
近
頃

よ
く
耳
に
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
１
７

項
目
に
も
気
候
変
動
の
項
目
が
あ
り
ま

す
。
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
「
我
が
事
」

と
と
ら
え
て
、
私
達
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

〔
吉
田
〕 

公民館 

高藤稲荷 

古宮 

鈴の森神社 

第 1 グランドより 

「桃山」を臨む 

山口堂 

鈴の森神社 

北側の山道 

古宮 

地蔵堂 

東三木家 

４ブロックの訓練の様子 

消防車見学 

放水体験 


